
ゆざわジオパークに生息する生物にとり噴気孔や豪雪は好ましい環境か？ 

ヤマタヌキラン (Carex angustisquama) やユキツバキ (Camellia
rusticana) を対象としてガイド案内を考える．

Are habitats such as fumaroles or areas with heavy snowfall suitable

for organisms living in Yuzawa Geopark? 

Considering the efficacy of the Geopark Guides with a focus on

Yamatanukiran and snow camellia.
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　要約 

　ゆざわジオパークの川原毛地獄の噴気孔付近にはヤマタヌキラン (Carex angustisquama) が生息し，特有の

豪雪帯にはユキツバキ (Camellia rusticana) が生息する．これに対し「二種にとりそこが好ましい環境だから

そこに生息する」という説明がよくなされるが，過去のいくつかの報告と照らし合わせながら考えてみる

と，二種の分布がその環境にのみ制限される理由についてうまく説明できておらず問題がある．本発表で

は，二種の分布が制限される理由を，ヤマタヌキランとタヌキラン (Carex podogyna)，ユキツバキとヤブツ

バキ (Camellia japonica) といった同属近縁種間で引き起こされる繁殖干渉によるものと位置付け，その内容

を説くとともに，学術的な信憑性を重んずるジオパークのガイド案内の難しさについても考えていく． 

 

　概要 

　豊富な地熱や雪を有するゆざわジオパークでは，ジオ多様性の高さから，多様な生物が生息している．例え

ば，地熱および雪・天水等の影響で生じる川原毛地獄の噴気孔は，噴気ガスに含まれる硫化水素ガスによ

り，多くの動植物の生息を妨げる一方，希少種ヤマタヌキラン (C. angustisquama) を優占的に生息させ

る．また，ゆざわジオパークの豪雪は，雪圧による枝折れの少ないユキツバキ (C. rusticana) を生息させ

る．噴気孔付近など酸性の高い土壌でしかみられないヤマタヌキラン (辻村1982)，日本海側の雪が降る地域で

しかみられないユキツバキ (酒井1977) は，いわば，その地域の特色を語る上で重要な存在と言える． 

　一方で，劣悪と考えられる環境に二種が生息する理由を，「その環境が，二種にとっては好ましい環境だか

ら」あるいは，「二種の生育がその環境に対してのみ適しているから」と説明する様子が散見されるが，果た

してこういった説明は正しいのだろうか．誤りや説明の不足する部分はないだろうか．確かに，二種がその地

域のみに生息する様子を見ると，あたかもその地域が二種の生育に適した地域のように見える．しかし，ヤマ

タヌキランを畑の土で育てたところよく育つという報告 (湯沢市立須川中学校2011) や，ユキツバキが太平洋

側の植物園で育成されている事例 (例えば，小石川植物園2019) を鑑みると，少なくとも人工的におかれた環

境下においては，二種にとって，噴気孔や豪雪の存在は必ずしも必要ないように考えられる．湯沢市立須川中

学校 (2011) が行った川原毛地獄におけるヤマタヌキランの生育調査によると，噴気孔から遠く，かつ土壌

pHが中性に近くなるほどヤマタヌキランの生育が旺盛になると示唆されている．すなわち，噴気孔に由来する

土壌の酸性化はヤマタヌキランの生育に対して良い影響ではなく悪影響を及ぼすと言える．このことから，噴

気孔はヤマタヌキランに悪影響を及ぼすと言えるし，雪崩を引き起こすような豪雪もユキツバキにとって

けっして好適なものとは言い難いだろう．以上の観点を踏まえ，二種はこれら悪影響を上回るような周囲から

の悪影響を被っているためにそこでの生息を余儀なくされているのだと判断した．二種の分布はある要因に

よって不適な環境に追いやられているのだ． 
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